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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
国
に
お
け
る
事
業
者
等
と
の
調
整
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

「
安
心
と
成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」
（
令
和
元
年
十
二
月
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
全
学
年
の
児
童
生

徒
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目
指
」
し
、
「
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
国
と
し
て
継
続
的
に
財
源
を
確
保
し
、
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
（
令
和
二
年
一
月
三
十
日
成
立
）
で
は
、
学
校
に
お
け
る
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
（
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
と
、
義
務
教
育
段
階
に
お
け
る
一
人
一
台
端
末
の
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
度
ま
で
の
実
現
を
目
指

し
、
ま
ず
は
初
年
度
と
し
て
、
整
備
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
、
二
千
三
百
十
八
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
国
に
お
け
る
事
業
者
等
と
の
調
整
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
環
境
整
備
に
係
る
費
用
の
低
廉
化
が
重
要
で
あ
る
。
都
道
府

県
単
位
の
端
末
の
共
同
調
達
に
加
え
て
、
国
と
し
て
も
費
用
の
低
廉
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
早
期
完
了
に
向
け
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
関
連
事
業
者
や
電
気
通
信
事
業
者
等
と
直
接
調
整
す
る
な
ど
、
事
業
推
進
の
円
滑
化
に
向
け
た
更

な
る
具
体
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


